
情報館図書管理システム整備事業委託業務実施要領

１ 目的

図書館システムサーバー・クライアントは、情報館の資料管理、インターネットサ

ービス（予約や新着資料自動メール送信やホームページでの情報提供）、館内の資料

検索用端末など、図書館サービス全般を支えるシステムであります。

現在のシステムは、サーバーのＯＳのサポートが令和５年10月に終了し、システム

の不具合等があった際の対応がとれなくなることから、図書館システムの安定した運

用を図るためにハードウェア及びソフトウェアの更新を行うことを目的とする。

２ 業務名

情報館図書管理システム整備事業委託業務

３ 実施方法

公募型プロポーザル方式による随意契約により業務を委託して実施する。

４ 事業の概要

(1) 業務内容

別紙「情報館図書管理システム整備事業委託業務 仕様書」のとおり

(2) 委託期間

契約締結日～令和５年10月31日（火）まで

(3) 委託上限額（消費税及び地方消費税含む）

1,743千円

５ 公募型プロポーザル方式に参加する者に必要な資格

(1) 複数の企業等（法人及び個人を含む。）による連合体（以下「コンソーシアム」

という。）又は単独企業等であること。

(2) コンソーシアムの構成員及び単独企業等は、次の要件を全て満たしていること。

ア 参加表明書を受付期限までに令和５・６年度厚岸町物品等競争入札参加資格審

査申請書を提出している者であること。

イ 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しない者で

あること。また、この告示（通知）の日から契約までの間のいずれの日において

も、会社更生法（平成14年法律第154号）に基づく更生手続き開始の申立て、また

は、民事再生法（平成11年法律第225号）に基づく再生手続きの申立てがなされて

いない者であること。

ウ 厚岸町競争入札参加資格者指名停止等事務処理要領に基づく指名停止期間中で

ないこと。

エ 国税、都道府県税及び市町村税等を滞納していないこと。

オ 暴力団による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条

第２号に規定する暴力団または同条第６項に規定する暴力団員が経営する法人若



しくは暴力団員が実質的に経営を支配する法人若しくはこれらに準ずる者ではな

いこと。

カ 業務の実施にあたり、当町との連絡調整、打ち合わせ等が適切に対処できるも

のであること。

６ 参加資格の審査

(1) 公募型プロポーザル方式に参加しようとする者は、アからウまでに定めるところ

により参加表明書を提出し、５に掲げる資格を有するかどうかの審査を受けなけれ

ばならい。

ア 提出期限

令和５年５月26日（金）午後６時（必着）

イ 提出方法

持参又は郵送（配達記録、簡易書留、書留のいずれかによる。）

※持参の場合の受付時間は、土曜日、日曜日及び祝日を除く平日の午前９時か

ら午後５時まで）

ウ 提出場所

〒088-1124 厚岸郡厚岸町宮園１丁目１番地

厚岸町教育委員会 生涯学習課 厚岸情報館 担当：石嶋

電話：0153-52-2246 ファックス：0153-53-2111

(2) 審査結果は、書面で通知する。

７ 企画提案書の提出期限、場所及び方法

(1) ５の参加資格を有すると認める者には、企画提案書の提出を要請する。

(2) (1)の提出要請を受けた者は、次のアからウまでに定めるところにより、企画提案

書を提出することができる。

ア 提出期限

令和５年６月20日（火）午後１時（必着）

イ 提出方法

６の(1)イに同じ

ウ 提出場所

６の(1)ウに同じ

８ 提案の無効

公募型プロポーザル方式に参加する者に必要な資格を有しない者の提出した提案は無

効とする。

９ 最良の提案をした者の選定方法

あらかじめ定めた情報館図書管理システム等整備事業委託業務プロポーザル審査会

審査要領及び方法等により、提出された提案書を評価し、最良の提案をした者を選定

する。



10 業務の委託

９で選定した最良の提案をした者と委託契約手続を行う。

11 委託契約に関する基本的事項

(1) 業務内容の詳細については、企画提案の内容を基本として厚岸町と受託者が協議

して決定する。

(2) 厚岸町は受託者に対して、厚岸町がこれまで取りまとめた資料等について、可能

な範囲で提供する。

(3) 本事業に関する著作権（製作過程で作られた素材等の著作権も含む）その他の権

利は厚岸町に帰属するものとする。

12 その他

(1) 手続きにおいて使用する言語及び通貨

日本語及び日本円

(2) 契約書作成の要否

必要

(3) 無効となる参加表明書又は企画提案書

企画提案書等が次の事項の一つに該当する場合には無効となることがある。

ア 提出期限、提出先、提出方法に適合しないもの。

イ 指定する作成様式及び記載上の留意事項に示された条件に適合しないもの。

ウ 記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの。

エ 記載すべき事項以外の内容が記載されているもの。

オ 虚偽の内容が記載されているもの。

(4) プロポーザル審査会（ヒアリング）の実施

企画提案書を提出した者に対してプロポーザル審査会においてヒアリングを実施

することとし、日時、場所、留意事項等は別途通知する。

(5) 事業者の選定方法

事業者の審査・選定は、６名の委員による選定委員を設置し、各委員の協議によ

り採点する。

(6) 審査結果の通知

企画提案書の採否は書面により通知する。

(7) その他

ア 企画提案書の作成及び提出に要する費用は、提案者の負担とする。

イ 企画提案書のプロポーザル審査会（ヒアリング）に参加しなかった場合の企画

提案は無効とする。

ウ 提出された企画提案書等は、プロポーザルの目的以外には提出者に無断で使用

することはない。

エ 提出された書類は、審査を行う作業に必要な範囲において複製することがある。

オ 各提出書類の提出後の差し替え及び再提出は認めない。



カ 提出された全ての書類は返却しない。

キ 期限までに企画提案書の提出がない場合は、参加表明書の提出があっても、企

画提案の参加の意思がないものとみなす。また、企画提案書のヒアリングに出席

しない場合も同様に企画提案の参加意思がないものとみなす。

ク 本業務に係る質問は、企画提案書等の提出期限の日まで受け付けるものとする。

ケ 詳細は、「情報館図書管理システム整備事業委託業務 仕様書」による。


